
ネ
パ
ー
ル
難
民
救
お
う

　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
同
国
の
留
学
生
医
師
派
遣

一
　医

師
不
足
で
十
分
な
医
療
を
（
三
四
）
が
十
日
、
日
本
を
た
ち
　
　
　
る
。

受
け
ら
れ
な
い
ネ
パ
ー
ル
の
難

一
時
帰
国
す
る
゜
ポ
カ
レ
ル
さ

い
一
遍
に

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
と
゛
ネ
パ

一
民
を
救
お
う
と
、
神
戸
大
大
学

院
に
留
学
し
て
小
児
医
学
を
研

一究
し
て
い
る
ネ
パ
ー
ル
人
医
師

‐
‐
‐
‐
ラ
メ
ス
ア
ラ
・
ポ
カ
レ
ル
さ
ん

は
岡
山
市
に
本
部
を
置
き
難
民

救
済
活
動
な
μ
右
し
て
い
る
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
）
の
一
員
で
、
開
会
が
派

Ｉ
ル
の
東
に
あ
る
ブ
ー
タ
ン
に

は
約
三
十
五
万
人
の
ネ
パ
ー
ル

系
住
民
が
い
る
が
、
一
九
八
九

年
に
起
き
た
ネ
パ
ー
ル
の
民
主

化
運
動
に
伴
い
、
波
及
を
恐
れ

た
ブ
ー
タ
ン
政
府
が
彼
ら
に
厳

し
い
施
策
を
と
り
始
め
た
。

　
こ
の
た
め
ネ
パ
ー
ル
ヘ
脱
出

す
る
住
民
が
続
出
、
東
端
の
町
、

ジ
ャ
パ
に
あ
る
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
は
五
万
人
以
上
が
井
戸
水
汚

染
な
ど
悪
い
衛
生
状
態
の
中
で

暮
ら
し
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
で
死

亡
す
る
人
も
で
て
い
る
。
医
師

も
現
地
の
三
人
だ
け
で
薬
品
も

不
足
し
て
い
る
と
い
う
。

　
ポ
カ
レ
ル
さ
ん
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ネ
パ
ー
ル
支
部
の
医
師
三
人
と

合
流
し
て
ジ
ャ
パ
に
野
外
診
療

所
を
開
き
、
治
療
に
あ
た
る
ほ

か
、
国
連
や
民
間
の
援
助
機
関

と
情
報
交
換
、
政
府
に
も
働
き

か
け
て
救
援
体
制
を
整
え
る
。

二
十
八
日
に
日
本
へ
帰
る
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
体
制
が
整
う
ま
で
順

に
医
師
、
看
護
婦
を
派
遣
す
る
。

　
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
事
務
局
の
岡
山
市
の
菅
波
内

科
医
院
を
訪
れ
た
ポ
カ
レ
ル
さ

ん
は
「
人
間
ら
し
い
生
活
を
お

く
れ
る
よ
う
力
い
っ
ぱ
い
働

く
。
将
来
、
経
験
を
生
か
し
た

い
」
と
力
を
込
め
て
話
し
て
い

た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
山
本
秀
樹
事

務
局
長
は
「
現
地
に
詳
し
く
人

脈
も
あ
り
、
難
民
の
大
き
な
力

に
な
る
」
と
期
待
し
て
い
る
。
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